


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「 の 」「 に 」








































































































○「 じ・ ぢ 」
と「 ず・ づ 」
の 使 い か た
は，複合語と
























































































































































































































年 事項（主に教職歴） 主な業績と本稿の文献 関連事項
明治29 愛媛県周桑郡多賀村生まれ
大正４ 周桑郡各小学校で代用教員
大正７
大正９
愛媛県立西条中学校教授嘱
託のち大正11年に西条中学
校教諭 『復習上』（12）
大正14 県立宇摩高等女学校教諭 『国語教室』（14）
昭和12 県師範学校教諭兼付属小学
校主事
昭和３年に芦田恵
之助と会う
昭和13 県立川之江高等女学校校長
昭和16 北京師範大学教授
昭和21 私立子安中学校教諭・校長 第１次指導要領
昭和25 法政大学教授
『聞くこと』『聞くこと
の教育』〈文献⑥〉（27）
『国語教材論』〈文献①〉
（30）
〈文献③・⑦〉（32）
〈文献⑧〉（33）
〈文献④ ･⑨〉（34）
〈文献②〉（36）
『授業における問答の探
究〈文献⑤〉』『教師の
話術』（38）
第２次指導要領
中学校教科書編集
に関わる（28）
この頃「文法ブー
ム」始まる
小学校教科書編集
に関わる（32）
第３次指導要領
昭和40 同大学退職後講師 『名教師名校長』（40）
昭和41 和光大学教授
『教師一代』（41）〈文献
⑩〉
『国語教室の機微と創
造』『冬景色論争』（44）
『国語教室の建設』（45）
第４次指導要領
昭和51
和光大学人文学部退職名誉
教授
『源氏物語の英訳の研
究』（55） 第５次指導要領
昭和60 没
※ この表は，『月刊国語教育研究』165号，1986.2「追悼・古田擴先生：古田先
生略歴・業績」を基に作成した。
※ 文法教育に関する論考は昭和27年～昭和42年までの間，特に昭和30年代半ば
に多い。
 （初等教育専攻　准教授）
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